
地域単位の分科会等における調整状況について（南多摩）

①区市町村名 ②協議方法（※開催日時、協議手段（書面開催）等）

町田市 第１回 令和5年12月14日（木）開催

③病床配分申請内容

④議題

地域医療構想分科会

⑤分科会構成員一覧

・町田市医師会 会長、副会長、理事、事務長
・八王子市医師会 理事
・相模原市医師会 会長、副会長
・あけぼの病院 事務長
・飛鳥病院 地域総合支援部長
・こころのホスピタル町田 病院長
・多摩丘陵病院 理事長、事務長
・多摩丘陵リハビリテーション病院 病院長
・鶴が丘ガーデンホスピタル 院長
・鶴川記念病院 事務部長
・鶴川さくら病院 事務長

・鶴川リハビリテーション病院 事務長
・ふよう病院 事務長
・ふれあい町田ホスピタル 院長
・町田胃腸病院 事務長
・町田慶泉病院 院長
・町田市民病院 事務部長、総務課長
・横浜町田関節脊椎病院 院長、事務長補佐
・南町田病院 事務長
・町田市保健所 保健総務課長
・東京都保健医療局 医療政策担当部長、

医療安全課長、主任

⑥協議内容

３医療機関からの病床配分申請について協議を実施した。

○ 主な意見
・医療人材の獲得競争になることを懸念

○ 医療法人財団明理会 鶴川サナトリウム病院への意見
・申請内容について、実質精神病床からの変更の為、理解出来る。

○ 一般社団法人循整会 東京相原関節脊椎循環器病院（仮称）への意見
・既に開設予定である医療法人泰一会西部町田病院（仮称）と同一医療の為、提案場所での必要性

を感じない。
・人材獲得競争になる懸念

○ 医療法人せいわ会 南多摩リハビリテーション病院（仮称）への意見
・開設予定地の近隣から職員が来ている事実から、雇用の問題になる。
・人材獲得競争になる懸念

【備考】病床配分申請のない区市町村について
区市町村には東京都から、地区医師会には東京都医師会から、申請がないことについて情

報提供しております。

資料1-4

医療機関名 地区 申請数

医療法人財団明理会 鶴川サナトリウム病院 町田市 １１５

一般社団法人循整会 東京相原関節脊椎循環器病院（仮称） 町田市 ５０

医療法人せいわ会 南多摩リハビリテーション病院（仮称） 町田市 １８０
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地域単位の分科会等における調整状況について（南多摩）

①区市町村名 ②協議方法（※開催日時、協議手段（書面開催）等）

町田市 第２回 令和6年1月26日（金）開催

③病床配分申請内容

※一般社団法人循整会 東京相原関節脊椎循環器病院（仮称）は、第２回分科会開催前に申請辞退。

④議題

地域医療構想分科会

⑤分科会構成員一覧

・町田市医師会 会長、理事、事務長
・八王子市医師会 理事
・多摩市医師会
・あけぼの病院 事務長
・こころのホスピタル町田 病院長
・多摩丘陵病院 理事長、事務長
・多摩丘陵リハビリテーション病院 事務部長
・鶴川記念病院 事務部長
・鶴川リハビリテーション病院 病院長、事務長
・鶴川さくら病院 事務長
・鶴が丘ガーデンホスピタル 院長
・ふよう病院 事務長

・ふれあい町田ホスピタル 院長
・町田胃腸病院 事務長、経理部長
・まちだ丘の上病院 事務長
・町田慶泉病院 事務部長、地域連携室部長
・町田市民病院 総務課長
・南町田病院 院長
・医療法人泰一会
・東京都地域医療構想調整会議（南多摩）座長
・町田市保健所 保健総務課長、

保健総務課担当課長
・東京都保健医療局 医療政策担当部長、

医療安全課長、主任

⑥協議内容

２医療機関からの病床配分申請について協議を実施した。

※ 詳細は3ページ『第2回 町田市分科会「⑥協議内容」別紙』のとおり

【備考】病床配分申請のない区市町村について
区市町村には東京都から、地区医師会には東京都医師会から、申請がないことについて情

報提供しております。

資料1-4

医療機関名 地区 申請数

医療法人財団明理会 鶴川サナトリウム病院 町田市 １１５

医療法人せいわ会 南多摩リハビリテーション病院（仮称） 町田市 １８０
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第２回 町田市分科会「⑥協議内容」別紙

調整の結果 ※町田市医師会から分科会の開催結果として御報告いただいた内容を掲載

○東京都に対して確認及び意見
・（市内医療機関より）

本分科会の議論は調整会議に反映されるかどうか東京都へ確認。
・（東京都としては）

報告書を提出してもらうため調整会議に反映されるという認識。

○町田市における地域の現状説明
・現在の基準病床数はデータが古いため、現実的ではない。
・南多摩圏域は、圏域を越えて患者移動がある。
・近隣相模原市、前年度認可された病院も回復期病床があり、不足しているとは考えにくい。
・申請病院の資料によると、推定必要病床数が不足しているとなっているが、

東京都全体の数字であり南多摩のものではない。
・患者調査では高齢者が増加するが受療率は年々著明に減少している。
・入院受療率はワースト２である。
・本地域において現状以上の病院増設は各医療機関が共倒れになる可能性が高い。
・地域医療機関の感じている状況は、データでは表せない実態がある。
・（市内医療機関より）過去数年間の具体的な病床稼働率について説明

○各申請団体に対して
１）医療法人財団明理会 鶴川サナトリウム病院

①病床数は実質的には病床機能変更
②人材確保は同一法人内で全ての職種において移動予定であり、地域からの新規採用はない。
これらの説明から市内医療機関として容認

２）医療法人せいわ会 南多摩リハビリテーション病院（仮称）
・町田市内において開院している（精神科病院を含む）18病院から

現状においても人材確保・人材流出における懸念があるため、申請に対して反対意見
・回復期病床を運営している全ての病院から

現状において回復期病床が不足していないため、申請に対して反対意見
・町田市民病院（市内唯一の公的病院）から

現在の回復期病院との連携で病床不足を感じていないため、申請に対して反対
・町田市医師会から

救急医療を担って頂くことを要望

○全体として
・東京都地域医療構想調整会議（南多摩）座長田村先生から

本分科会に出席したため、調整会議にも反映する
本会議において傍聴からでも意見交換は可能

・八王子市医師会から
①都内23区と比較し南多摩圏域での人材確保はより困難である。
②このままでは南多摩圏域での医療崩壊に繋がりかねない。
これらの現状把握を東京都に要望

資料1-4
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地域単位の分科会等における調整状況について（南多摩）

①区市町村名 ②協議方法（※開催日時、協議手段（書面開催）等）

日野市 令和6年1月11日（木）開催

③病床配分申請内容

④議題

地域に必要な医療体制について

⑤分科会構成員一覧

・日野市医師会 会長（代表理事）、事務局長
・日野市健康福祉部 参事、課長（健康課）

⑥協議内容

・花輪病院からの病床配分申請（１0床）について協議を実施した。
・申請内容については、満場一致で是認された。

【備考】病床配分申請のない区市町村について
区市町村には東京都から、地区医師会には東京都医師会から、申請がないことについて情

報提供しております。

資料1-4

医療機関名 地区 申請数

医療法人社団厚潤会 花輪病院 日野市 １０
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